













備中売薬と 11 代万代常閑 
－江戸時代中期から幕末まで－ 
 
Bicchu Patent Medicine Merchants and the 11th Jokan Mandai: 
From Mid to Late Edo Period 













売薬商人間の競合関係を中心に考察を行ってきた（幸田, 2015; 2016; 2017; 2018; 
2019; 2020）。今回、本稿で取り上げる江戸時代中期に備中国（現在の岡山県）で
興ったとされる「備中売薬」は、かつて「日本五大売薬」の 1 つに挙げられる時






























































































































て長く愛用された（山陽新聞社編, 1980a, p.1326）。 







たようである（総社市総務部企画課編, 1991, p.72; 加藤編, 1993, pp.110-120）。 
 また振薬と並ぶ備中売薬の看板薬に、「犀角湯」と「たこ薬」なる二大名方つま





谷, 1958, p.57）。 
「犀角湯（さいかくとう）」は、気付け・眩暈・胸・癪のつかえ、熱冷まし、腹
痛など、さらには牛馬の腹痛にも効くといった何にでも良く効く万能薬として効
能が謳われ、備中売薬自慢の薬であった（細谷, 1958, p.6; 木下, 2009, p.10）。犀
角湯は、犀角・肉桂・人参・竜脳・牛肝など、10 種類以上の有効成分を混ぜ合わ
せて練り、蛤（はまぐり）の殻の中に密閉したものであり、かなり高価なもので


























（細谷, 1992, p.57; 鷲見, 1993, p.368; 土岐・木下, 2011, p.149）。 
 第 3 の看板薬「傘の下」は、江戸時代後期（天保・嘉永年間）頃、漢方医のか
たわら配置売薬にも携わっていた高野高伯が製剤した婦人病の特効薬である（細
谷, 1958, p.33; 山陽新聞社編, 1980b, p.1031）。高伯は、備中国の浅尾藩（蒔田
家）の分知領である都窪郡三須村松井（現総社市）の人で、高伯が製剤した傘の
下をその一族が中国・四国一円に、広く配置売薬していたことで知られている（山






円・奇応丸・牛黄丸・烏犀円・黒子丸・玄氷円・兎血丸の 10 種類あり（細谷, 1992, 
p.3; 土岐・木下, 2011, p.14）。その中の牛黄丸・烏犀円・肝涼円の 3 種類は享保






ている（細谷, 1992, p.26）。第 1 の時代区分は、元禄・享保・宝暦の時代（1688
～1763）で、細谷は「商路開拓の時代」と名づけている。元禄年間（1688～1704）
には、総社町を中心とした地域に多くの備中売薬業者が誕生し、大庄屋廻しを用
いての売薬営業が盛んに行われていた（加藤編, 1993, p.117）。備前の 11 代万代
常閑が、返魂丹を売薬営業していた元禄年間には、すでに備中売薬は備中一円か
ら隣接する美作や備後にまで売薬の行商圏を広げていた（総社市史編さん委員会







行商が開始されたのは元禄 3 年（1690）である（深井, 1953b, p.37）。また近江日
野売薬が商品化されるようになるのも元禄年間（上村,2014, p.19,316）、そして田
代売薬は少し遅れて宝暦年間（1751～1764）後期に売薬行商に出かけている（長, 
2001, p.255）。まさに第 1 区分の時代は、各地の売薬にとって商路開拓の時代で
あった。 
享保年間（1716～1736）は、上村（1951）によれば、各地の売薬が最も広く分







販売も行われるようになり、売薬の流通網は拡大していった（木村, 2004, p.58）。 








いた（土岐, 2012, p.123）。 





（仁ヶ竹, 2002, p.6）。明和 2 年（1765）、富山藩は、本格的な配置売薬に乗り出
すために、株仲間に対する諸役金の徴収をはじめ、人的取締り、諸出願など様々




















た（土岐・木下, 2011, p.15）。 
 各種文献では、岡山藩の差し止めの理由は不明とあるが（岡山県史編纂委員会, 
1986, p.470; 細谷, 1992, p.30; 総社市史編さん委員会編, 1998, p.60）、それは、
次の 5 つの差し止め理由の因子で明らかにできる（植村, 1957, pp.19-20; 千田, 
2012, p.73）。 
  (1) 他国の売薬商人の法令違反・不正 
 (2) 他国の売薬商人の商圏排除 
 (3) 自国の売薬商人・売薬産業の保護 
 (4) 独占による売薬価格の高騰防止 








とは明らかである。そして上記の因子に該当するのが、(4) の返魂丹一粒銭 40 文
(6)の売薬価格の高騰の防止と、(5) の岡山藩による自藩での薬製造・販売の保護と









  寛政 12 年（1800）前後に始まった岡山藩の売薬差し止めは、天保年間（1830
～1844）まで続いた(5) （加藤編, 1993, p.120）。この差し止めに対して、11 代万
代常閑より天保 2 年（1831）、翌 3 年（1832）と続けて、岡山藩に差し止め解除
の歎願書が出されている。同年 11 月の歎願書では窮状を次のように訴えている





































展するための基礎固めの時代でもあったのである（岡山県薬剤師会, 1980, p.390; 
加藤編, 1993, p.121）。 
 
6. 11 代万代常閑と富山売薬の関係 




























つは、宝暦 9 年（1759）6 月に富山藩内の薬種商松井屋源右衛門より町奉行に奉
じられた由来書であり、もう 1 つは、嘉永 3 年（1850）に越中国の妙国寺より富
山藩の御物産方御役所へ差出された文書である（細谷, 1992, p.10）。その要点は
次のようなものである。 






















あり、小兵衛の必死さにほだされ教示したのだという（松井, 1992, p.10）。 
そして(5) が、富山売薬商人の間で古くから信じられている、有名な「江戸城で
の大名腹痛事件」（松井, 1992, p.13）、または「正甫伝説」（玉川, 1979, p.21）と
か「前田正甫開祖説」（玉川, 1979, p.20）といわれるものである。 
さらに、(4) の後、小兵衛から反魂丹伝授の経緯を聞いた正甫は、常閑を富山に
招聘し自ら調合を学びたいと言い出した、というのである（松井, 1992, p.11）。 
天和元年（1681）に常閑は富山藩へ招かれ、その後 3 年間滞在し、延壽返魂丹
を調合し、正甫に献上した天和 3 年（1683）に帰国する（小野, 1975, p.56）。ま
た小兵衛から反魂丹について聞いた正甫が、その製法を小兵衛へ預け 2、3 年後
に松井屋に製薬するように伝え、その後 1、2 年して反魂丹販売が許可されたと



















































備中売薬は、明治 40 年頃に絶頂期を迎え、大正・昭和初期（昭和 17 年）にか
けて順調に成長するも、第二次世界大戦を契機に衰退の道をたどる。戦後立ち直
る兆しがみえるようになったが、昭和 51 年（1976）の「医薬品の製造及び品質
管理に関する法律」（GMP; Good Manufacturing Practice）の制定により、また
もや苦境に立たされる。中小・零細の医薬品製造業者は、薬事法上の遵守義務規
定の厳格化の要求、品質管理・品質向上のための莫大な設備投資の必要性などに
より、廃業を余儀なくされた（木下, 2009, p.6）。 














明治 10 年（1877）1 月 20 日の太政官布告第 7 号により制定された「売薬規
則」の第 1 章第 1 条に、売薬は「此規則ニ稱スル處ノ賣薬トハ丸薬膏薬煉薬水
薬散薬煎薬等家方ヲ以テ合剤シ販賣スルモノヲ云」とある（加藤, 1877）。 










挙げている文献もある（岡山県史編纂委員会, 1986, p.480）。 
(5) 岡山藩での売薬の差し止めの期間には、文献等によって開始時期に幅がみられ
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